
町 の ３ つ の 基 本 目 標
❶みんなで未来を拓くまち
❷安全安心で幸せに暮らせるまち
❸緑と活力にあふれた魅力あるまち

�3
月
1
日
に
行
わ
れ
た
議
会
冒
頭
で
、

町
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。
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善なる目的なくして、町の発展なし！
林伊佐雄町長が平成 29年度の施政方針を表明

み
ん
な
で
未
来
を
拓
く
ま
ち

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

未
来
を
担
う

人
材
の
育
成

ま
ち
づ
く
り
に
は

「
ひ
と
」
が
不
可

欠
で
す
。
人
が
い

き
い
き
と
輝
き
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
を
み
ん

な
で
一
緒
に
創
っ
て
い
く
。
人
々
が
支
え
合

い
、
い
き
が
い
と
誇
り
を
持
ち
、
輝
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
中
心

に
住
民
、企
業
、大
学
と
の
協
働
を
推
進
。「
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
支
援
事
業
」

の
活
用
や
、「
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
で
あ
る
集
会
所
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

加
工
工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
、
創

造
的
に
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
、
特
色
の
あ

る
取
組
を
通
じ
て
三
芳
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
い
、
日
本
や
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

て
ま
す
。「
み
ら
い
の
ぞ
み
学
校
創
造
支
援

事
業
」
を
継
続
、
進
化
発
展
さ
せ
、
児
童
・

生
徒
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
知
性
と
感
性

を
豊
か
に
は
ぐ
く
み
、
健
や
か
で
朗
ら
か
に

成
長
で
き
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
支
援
を
要
す
る
児
童
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
教
育
を
、
よ
り
き
め
細
か
く
実
施
し
て

い
く
た
め
、
唐
沢
小
学
校
に
特
別
支
援
学
級

を
新
設
、
特
別
支
援
学
級
介
助
員
を
配
置
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
学
習
指
導
員
、
教
育
支
援

員
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
英
語
指
導
員
、
学
校
司
書
を

引
き
続
き
各
学
校
に
配
置
し
、
児
童
・
生
徒

を
多
面
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
三
芳
町
い
じ
め
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

施
行
に
伴
い
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
い
じ
め
防
止
等
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全
な
学
び
の
場
と

な
る
よ
う
学
校
の
施
設
・
設
備
の
改
修
及
び

修
繕
を
計
画
的
に
実
施
。
今
年
度
は
、上
富
、

藤
久
保
小
学
校
の
外
壁
改
修
工
事
や
藤
久
保

中
学
校
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

等
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
は
「
三
芳

町
芸
術
文
化
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
を

稼
働
し
、芸
術
文
化
の
広
範
な
情
報
を
集
約
、

配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
そ
れ

を
活
用
す
る
と
共
に
、「
芸
術
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
」の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
欲
を
高
め
、

競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
青
少
年
を
中

心
と
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
制
度
」
を
創

設
し
ま
す
。

図
書
館

文
化
財

芸
術
文
化

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

財
政
に
関
す
る

「
市
民
大
学
講
座
」

を
開
催
。
若
く
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
今
年
度
は
、
若
い
世
代
が
財
政
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
す
。ま
た
、週
末
ほ
っ

と
ワ
ー
ク
ス
、
子
育
て
ス
タ
ジ
オ
の
施
設
運

営
、
中
学
生
が
事
業
運
営
を
担
う
「
子
育

て
ス
タ
ジ
オ
中
学
生
ス
タ
ッ
フ
協
力
事
業
」、

中
高
生
へ
の
学
習
支
援
を
目
的
と
し
た
「
学

習
室
開
放
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
利
用

者
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
月
曜
日

を
除
く
祝
日
も
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
製
作
し
た
よ
み
愛
読
書
ふ
る
さ
と
絵
本

「
お
い
し
く
な
あ
れ
富
の
い
も
」
を
活
用
す

る
な
ど
様
々
な
方
法
で
、
家う
ち
ど
く読

、
読
み
聞
か

せ
な
ど
の
読
書
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る

「
よ
み
愛
・
読
書
の
ま
ち
」
を
推
進
し
、
生

涯
に
わ
た
り
住
民
が
様
々
な
場
所
で
読
書
の

喜
び
を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

昨
年
度
は
、
町
指

定
文
化
財
の
旧
池

上
家
住
宅
の
茅
葺

屋
根
の
補
修
を
行
い
、
建
築
時
同
様
の
美
し

い
屋
根
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

旧
池
上
家
を
含
め
た
文
化
財
の
公
開
と
活
用

を
図
り
、
古
文
書
の
修
復
作
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
郷
土
芸
能
は
、
体
験
教
室
の

実
施
な
ど
後
継
者
育
成
支
援
や
保
持
団
体
の

活
動
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

地方自治体の目的は、住民の皆さまの福祉の増進にあ
ります。魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる
町を創ることです。この「善い目的」を一人ひとり

が内発的な目的として、真摯に追及し実践行動していく過程の中
で、その目的が私たちに大きな力を与えてくれるのです。世界に
は、多様な価値観があります。私たちは歴史に学び、人類の発展
にとって何が大切なのか。何を希求すべきなのか。今一度、立ち
返り考えなければなりません。私は、善なる目的なくして、人類
の発展も、地域の住民の皆さまの幸せもないと考えます。昨年度
は第5次総合計画が完成し、三芳町の新たなまちづくりがスター
トしました。少子高齢化、人口減少社会を迎え、魅力あふれ活力
ある町を創り、住んで良かった“愛するふるさと三芳町”に向け
て第一歩を歩み始めました。二期目も折り返しに入り、今まで取
り組んできた様々な施策が着実に成長し、花を咲かせ実を結びつ
つあります。スマートＩＣフル化も事業化が決定し、用地買収、
工事着工へ。健康長寿事業も最終年の3年目を迎え、埼玉緑の
トラスト14号地も用地買収が済み、整備完了します。公共交通
もデマンド交通の成果分析をもとに第2ステージへ。また、悲
願の鶴瀬駅西通り線も開通します。さらに地方創生加速化交付金
による拠点施設の整備も完成し、地域のまちづくりの自走へバト
ンタッチするなど、町にとって大きな節目の年であると考えます。
今年は、いよいよ夢をかたちに、計画を実行に移し、ダイナミッ
クに成長発展する時です。
―　平成29年施政方針　冒頭から　―

三芳町第５次総合計画

平成29年3月1日に第2回三芳町議会定例会で施政方針が発表されました。
まちの進む未来や今後の取り組みをその中からお伝えします。

三芳町をこれからどのよ
うに作っていくのか、そ
の方向性を描いたまちづ
くりの指針となる「三芳
町第5次総合計画」。平
成28年度～平成35年
度までの基本計画です。

▶右の表紙が目印。
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